
・・砂川ＲＣ、芦別ＲＣより会報を受領しました。
・・羽幌ＲＣ、深川ＲＣ、妹背牛ＲＣより会報と
例会案内を受領しました。
・・萌っこ春待里実行委員会から、１５年の歩みを
綴った報告書を受領しました。
・・留萌駐屯地広報班よりヘリコプターの体験搭
乗の案内をいただきました。留萌ＲＣの搭乗
枠は３名です。

ゲスト
オートキャンプフェステバル

実行委員長 宮下 泰裕様

・・孫が３月と４月に生まれました 中出会員
・・長い間例会を休ませていただきました まだ
完全に治っておりませんが、本日から出席い
たします 田中会員

前 回 ５８０，０００円
今 回 １３，０００円
累 計 ５９３，０００円

「オートキャンプフェスティバルｉｎるもい」

オートキャンプフェスティバル
実行委員会 委員長 宮下 泰裕様

本日はお招きいただき、大変ありがとうござ

煙本日

来賓卓話

海上保安部長 山本 裕二様

煙次週予定

ＩＭ実行委員会・ＩＭ最終打ち合せ（夜間例会）

結婚記念日

５月１６日 清水 陞

５月１８日 古野 晃洋

５月２１日 辻本 哲也

Ｎｏ．２５５７

第４１回 ５月１５日

会員総数………………４２名
出免会員………………９名
出免出席………………７名
基準会員出席…………２４名
出席率……………７９．４８％

第３８回 ４月１７日

欠席会員………………１１名
内メイクアップ………４名
修正出席率……… ８４．６１％

幹事報幹事報告・・・・・・・・・・・・・・ ニコニコＢＯＸ・・・・・・・・

プログラプログラムム・・・・・・・・・・・・



います。この オートキャンプフェスティバル
ｉｎ留萌 が開催されるのは今年で４年目にな
ります。第１回は２０１０年の６月に開催いたしま
した。
このイベント オートキャンプフェスティバ
ルｉｎ留萌 を開催する事とした背景を申し上
げますと、第１に農産物・水産物などの「食」
の発信があります。留萌管内は多種多様で品質
の高い農産物・水産物など良質な食材に恵まれ
ていますが、ＰＲが不足し情報提供が不十分な
ことがあり、果物狩りや釣りなど地域の人々と
交流を含めた体験・学習の場を提供したいと考
えたからです。
第２に留萌管内への観光客の傾向がありまし
て、留萌管内は観光客を中心とした夏季集中と
なっており、さらに日帰り客が多いことと、旅
館業をやっている方には大変失礼ですが、魅力
的な宿泊先が少なく、認知度が低いという問題
点から、通過型から体験滞在型観光への転換を
目指したいと考えたからです。
第３に海水浴場の新たな利活用方法の提案と
して、オフシーズンの海水浴場を提供し、さま
ざまなイベントの誘致や開催など新しい利活用
方法を検討出来ないか、という観点からこのイ
ベントの開催を決定いたしました。
イベント開催の趣旨を申し上げますと、簡易
的な滞在可能となるツールであるキャンピング
カー所有者を留萌管内へ誘致することにより、
留萌産の「食」などを発信すると共に地域経済
の活性化に結びつける事業を展開すること。そ
して、留萌イベント（うまいよ！るもい市）と
の連携による留萌のＰＲ活動であります。
ここに第１回目の実施内容と、それに伴う経
済波及効果についての資料がございます。それ
を少し説明させていただきます。
第 １ 回 目 は２０１０年（平 成２２年）６月２６日

（土）に開催いたしました。時間は午前１０時の受
付開始から始まり、６月２７日午前９時までで
ございます。場所はゴールデンビーチるもい
（留萌市沖見町）で開催いたしました。主催は
オートキャンプフェスティバルｉｎるもい実行
委員会として実行委員会を立ち上げて開催し、

道内外からの参加者が１１２組２９６名でありまし
た。
フェスティバルの内容は、色々楽しめる内容
をと検討し、サンセットフォトコンテスト、地
元の食材やご当地グルメを提供する屋台村（初
日の１１時から夕方まで）やマリンレジャー体験
（バナナボート、マリンジェット）、子供を対象
とした磯ガニとホタテのミニ釣り堀（有料にて
ホタテの持ち帰りあり）や海を宝箱に見立て、
地元海産物がゲット出来る浜辺の宝引き。その
後、留萌の食材を満喫できる大懇親会（現在の
浜焼き）と抽選会を企画・開催いたしました。２
日目は、ビーチコーミング（ビーチ清掃活動）
をして、全員で記念写真を撮影し、解散いたし
ました。この２日目は留萌市にて うまいよ！
るもい市 が開催されておりましたので、会場
までシャトルバスを運行させました。参加者に
は、多数このシャトルバスを利用していただき
ました。
このフェスティバル開催において見込まれる
経済効果を一定条件のもと、留萌振興局にて試
算された資料がございますので、これについて
もご紹介いたします。
経済波及効果は、フェスティバル開催による
参加料・事業収入の合計は８０万円であるが、参
加者のアンケート結果に基づくと、今回のフェ
スティバル参加に伴って支出された消費（直接
効果）は、約１６４万円であった。また直接効果
１６４万円は経済循環の過程で１．６倍の波及効果
があり、約２６５万円の経済波及効果となった。

これにより、今回のフェスティバル開催にお
ける経済効果は総額３４５万円となった。

また、経済効果を専業別に見ると、直接効果
を中心とする「飲食料品」が最も多く、次いで
「商業」となっております。今回のキャンピン
グカーユーザー１組が留萌地域に滞在すると、
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参加料・事業収入８０万円＋
経済波及効果２６５万円＝３４５万円

直接効果１６４万円＋一次波及効果８２万円＋
二次波及１９万円＝２６５万円



１日あたり２３，６７０円の経済効果があると試
算できた事から、フェスティバルに参加した
１１２組全てが管内に１０日程度滞在すると見込ん
だ場合、約２７，０００万円の経済効果を地域にも
たらす事が期待でき、キャンピングカーユー
ザーを管内に長期滞在させる手法として、キャ
ンピングカーユーザー向けの市民農園と高齢農
業者等による農作物管理を組み合わせた「留萌
版ダーチャ構想」を掲げており、現実に向けて
今後検討を進めていくこととしています。
発信情報効果しては、フェスティバルの開催
にあたり留萌振興局においてプレスリリースを
行なったが、管内で初のキャンパー向けイベン
トである等の話題性から、事前報道も含めて１９
件取り扱いがありました。報道機関に取り上げ
られた件数では、新聞社３社が１６件、テレビ６
社２件、専門誌１社１件でした。
また、参加者がブログ等でフェスティバルの
模様や留萌の景色や食材の写真を掲載するなど、
参加者以外のキャンパーをはじめとする消費者
に対する情報発信といった二次効果もあると考
えらます。参加者の９７％の方が当フェスティ
バルは食の情報発信として有効と回答している
外、参加者へのアンケート結果を踏まえると、
食の情報発信の手法として有効であることが確
認されました。
主なアンケート結果では、本イベントが留萌
地域の食の情報発信として有効である（９７％）、
本イベントをきっかけにもっと留萌の食材を利
用したい（９７％）、留萌の食材について家族や知
人・友人に知らせたい（９５％）、となっています。
コミュニテー維持効果では、地域住民の連帯
感の醸成やネットワーク形成など、地域活性化
を進めていく上で、重要な要素である「コミュ
ニティ活動」を地域住民自らが主体的に行なっ
た実例であり、今後の地域発展の原動力として
も期待されるとし、運営スタッフは地元ボラン
ティアで行なっており、参加者からのアンケー
トで、対応の素晴らしさが評価され、大変励み
にもなりました。
今年で４回目の開催となりますが、参加実積
とリピート率で見ますと、道内外からの参加者

で、
２０１０年度 １１２組
〔大人２３７人、高校生以下５９人／合計２９６

人〕 ２０１１年度 １２２組
〔大人２５９人、高校生以下６７人／合計３２６

人〕
２０１２年度 １２５組
〔大人２５８人、高校生以下７５人／合計３３３人〕
となっております。
２０１１年度から２０１２年度開催にあたっての
リピート率は４８％で、さらに２０１０年から
２０１２年まで３年連続で参加された方は約
３０％ありました。
この施策の予算は約１８０万円（道からの補助
金６０万円と残りは参加者の登録料）くらいか
かりますが、今年から補助金が無くなったので、
運営的にはかなり大変だが何とか参加者からの
登録料のみで乗り切りたいと思っています。皆
様方の知人などに是非宣伝をしていただき、一
人でも多くの方に参加して欲しいものです。
以上、皆様の貴重な時間を拝借してお話をさ
せていただきました。ありがとうございました。
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